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鰓孔の位置によるサメ類のグループ分け－オナガザメ科の分類学的位置 

Grouping of sharks based on the location of gill slits 

-systematic position of the family Alopiidae 

楊 鴻嘉・石原 元 

Hung-Chia Yang* and Hajime Ishihara**  

＊台湾行政院農業委員会水産試験所 

Taiwan Fisheries Research Institute 

＊＊太洋エンジニアリング㈱ 

Taiyo Engineering Co. Ltd. 

 

Abstract: The number and location of gill slits have been regarded as one of the most 

important diagnostic characters for shark species.  In this study, the location of the 

gill slits was observed for more than one hundred species of Taiwanese sharks based on 

actual specimens and literature sources.  As a result, the sharks are divided into two 

groups A and B.  Group A contains sharks whose gill slits are all located anterior to  

the base of pectorals.  Group B contains sharks in which one to four of the posterior 

gill slits are located above the pectorals.  Almost all of sharks are grouped in A or B 

without any discrepancy with the present order- family hierarchy.  However, family 

Alopiidae, which has been classified in the order Lamniformes, shows a discrepancy in 

the hierarchy of order-family, i.e.,  the family is grouped in B, whereas the other 

species of sharks in the order are grouped in A.  Moreover, the family Alopiidae is 

unique among sharks in the longer tail and the obscure Lorenzini Ampullae on the 

snout.  Therefore, more comprehensive study based on both internal and external 

morphology is necessary to elucidate the systematic position of the family. 

 

 

はじめに Introduction 

 第一筆者は 1997年５月より「Commercial Fishes of Taiwan」を毎月のペースで連載し

て来た。これから先も 10 年は連載を続けるつもりである。1998 年３月分の連載を執筆中

に、サメ類の鰓孔位置に注目してサメ類全体を見渡したところ、ネズミザメ目 Lamniformes

オナガザメ科 Alopiidae の鰓孔位置が、この目の中で特異であることが判明した。そこで、

鰓孔の位置を手がかりにして、この科の分類学的位置を検討すると共に、サメ類全体の鰓

孔の位置を再検討した。 
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材料と方法 Material and methods 

 Table 1に示すサメ類を含む、台湾産サメ類 10目 28科 102種の鰓孔位置を確認した（結

果の項の Table 2も併せて参照）。更に、Compagno (1984)の図を参照して、世界中のサメ

類 342種の鰓孔位置も確認した。 

 

Table 1 List of sharks observed in this study 

  

 Family name Species name Scientific name 

1ａ 

1ｂ 

1ｃ 

1ｄ 

1ｅ 

1ｆ 

1ｇ 

1ｈ 

1ｉ 

1ｊ 

1ｋ 

1ｌ 

1ｍ 

ギンザメ科* 

ラブカ科 

カグラザメ科 

オオワニザメ科 

ミズワニ科 

ウバザメ科 

ネズミザメ科 

キクザメ科 

ヨロイザメ科 

ツノザメ科 

アイザメ科 

カスザメ科 

ノコギリザメ科 

ギンザメ 

ラブカ 

カグラザメ 

シロワニ 

ミズワニ 

ウバザメ 

ホホジロザメ 

コギクザメ 

ヨロイザメ 

ツマリツノザメ 

アカアイザメ 

コロザメ 

ノコギリザメ 

Chimaera phantasma 

Chlamydoselachus anguineus 

Hexanchus griseus 

Eugomphodus taurus 

Pseudocarcharias kamoharai 

Cetorhinus maximus 

Carcharodon carcharias 

Echinorhinus cookei 

Dalatias licha 

Squalus brevirostris 

Centrophorus lusitanicus 

Squatina nebulosa 

Pristiophorus japonicus 

2ａ 

2ｂ 

2ｃ 

2ｄ 

2ｅ 

2ｆ 

2ｇ 

2ｈ 

2ｉ 

2ｊ 

2ｋ 

2ｌ

2ｍ 

2ｎ 

2ｏ 

ネコザメ科 

クラカケザメ科 

オオセ科 

テンジクザメ科 

トラフザメ科 

コモリザメ科 

ジンベエザメ科 

トラザメ科 

タイワンザメ科 

オシザメ科 

ドチザメ科 

ヒレトガリザメ科 

メジロザメ科 

シュモクザメ科 

オナガザメ科 

シマネコザメ 

タイワンクラカケ 

クモハダオオセ 

イヌザメ 

トラフザメ 

オオテンジクザメ 

ジンベエザメ 

ナヌカザメ 

タイワンザメ 

オシザメ 

エイラクブカ 

テンイバラザメ 

イタチザメ 

アカシュモクザメ 

ニタリ 

Heterodontus zebra 

Cirrhoscyllium formosanum 

Orectolobus maculatus 

Chiloscyllium punctatum 

Stegostoma fasciatum 

Nebrius concolor 

Rhincodon typus 

Cepaloscyllium umbratile 

Proscyllium habereri 

Pseudotriakis microdon 

Hemitriakis japonica 

Paragaleus tengi 

Galeocerdo cuvier 

Sphyrna lewini 

Alopias pelagicus 

  ＊ギンザメ科は全頭亜綱であって、板鰓亜綱ではない 
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結果と考察 Results and Discussion 

 台湾産サメ類 10 目 28科 102 種の鰓孔の位置を観察すると、その位置は科内また目内で

基本的に安定した形質であることが明らかとなった。同時に、102種の鰓孔の位置は、Table 

2と Figs. 1、2に示すように、A型と B型に明確に分類することが出来た。 

オナガザメ科はサメ類の中で尾鰭が極めて長いと言う特徴を持つ特異なグループである。

その尾鰭の長さは全長の半分か、それ以上ある。トラフザメ Stegostoma fasciatum でも尾

鰭が長いが、これは成体になると相対的に短くなる。 

 一般には「オナガザメ科の鰓孔は胸鰭基底の上方に 1～3 対ある」と記載されているが、

Bigelow and Schroeder (1948: p.161)は「胸鰭基底の上方に第 3鰓孔から第 5鰓孔がある」

と表現している。一方、Nelson (1994: p.52)は「後方の 2鰓孔が胸鰭基底上方にある」とし

ている。第 3鰓孔が胸鰭基底の起点にかかることも多く、「胸鰭基底の上方に第 3 から第 5

鰓孔がある、または第 4 から第 5 鰓孔がある」とするのが正確である。この特徴を目また

は亜目の検索表に使用しているのは、Chu (1960: p.11)、Chu et al. (1962; 1963; 2001)、

Teng (1962)、Compagno (1984: p.213)などである。 

 世界のネズミザメ目はオオワニザメ科、ミツクリザメ科、ミズワニ科、メガマウスザメ

科、オナガザメ科、ウバザメ科、ネズミザメ科の７科から構成されている（Compagno, 1984; 

Springer and Gold, 1989）。ネズミザメ目は、臀鰭がある、鰓孔が５対、眼に瞬膜がない、

頭蓋骨と顎骨は舌接型、口角部と中央部の歯は同型、という特徴を持つ。第一筆者はオナ

ガザメ科の鰓孔の特徴はネズミザメ目の鰓孔の特徴と異なることを述べた（Yang, 1998: 

p.31）。オナガザメ科だけが胸鰭の上方に鰓孔を持つという他の科とは異なった特徴を持っ

ており、これはネコザメ目、テンジクザメ目、メジロザメ目と共通である。 

 Chu and Wen (1979)はオナガザメ科の側線管の内側に特に長い分枝があり、吻部にロレ

ンチーニ氏ビンを欠くことを根拠に、オナガザメ科をオナガザメ亜目に昇格させている。

今後のより詳細な研究によって、この科をネズミザメ目に含めるか、独立の目に昇格させ

るかを再検討する必要がある。 

 Fig. 1のＡ型鰓孔のグループは、古代型のサメ類に近いサメ類と臀鰭を欠くサメ類を含み、

鰓孔が胸鰭より下方の腹面まで切れ込んでいる種も含まれる。多くの深海性種を含み、外

洋表層性種も含まれる。Fig. 2のＢ型鰓孔のグループには、古代型のサメ類も臀鰭を欠くサ

メ類も含まれず、鰓孔が胸鰭より腹面まで切れ込んでいる種も見られない。多くは沿岸浅

海性の種である。以上のことから、サメ類の鰓孔の位置とその生態型には関連性が認めら

れるので、今後は形態と生態の関連について、生理学と進化学も含めた研究が必要である。 
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Table 2  Distinction of two groups of sharks based on the location of gill slits. 

Type A: All gill slits are located before the origin of pectoral fins Number of species 
examined 

Chimaeriformes     ギンザメ目 
  Chimaeridae       ギンザメ科 
Hexanchiformes     カグラザメ目 
  Chlamydoselachidae   ラブカ科 
  Hexanchidae       カグラザメ科 
Lamniformes      ネズミザメ目 
 Odontaspididae      オオワニザメ科 
  Pseudocarcharhinidae   ミズワニ科 
  Cetorhinidae       ウバザメ科 
  Lamnidae        ネズミザメ科 
Squaliformes      ツノザメ目 
  Echinorhinidae      キクザメ科 
  Dalatiidae        ヨロイザメ科 
  Squalidae        ツノザメ科 
  Centropholidae      アイザメ科 
Squatiniformes     カスザメ目 
  Squatinidae       カスザメ科 
Pristiophoriformes   ノコギリザメ目 
  Pristiophoridae     ノコギリザメ科 

 
3 

 
1 
4 

 
1 
1 
1 
3 

 
1 
2 
9 
6 

 
4 

 
1 

Total  37 
Type B: Some of the gill slits are located above the base of pectoral 
fins 

Number of species 
examined 

Heterodontiformes   ネコザメ目 
  Heterodontidae     ネコザメ科 
Orectolobiformes    テンジクザメ目 
  Parascyllidae      クラカケザメ科 
  Orectolobidae      オオセ科 
  Hemiscyllidae      テンジクザメ科 
  Stegostomatidae     トラフザメ科 
  Ginglymostomatidae   コモリザメ科 
  Rhincodontidae     ジンベエザメ科 
Carcharhiniformes   メジロザメ目 
  Scyliorhinidae      トラザメ科 
  Proscyllidae       タイワンザメ科 
  Pseudotriakidae     オシザメ科 
  Triakididae       ドチザメ科 
  Hemigaleidae      ヒレトガリザメ科 
  Carcharhinidae     メジロザメ科 
  Sphyrnidae       シュモクザメ科 
Lamniformes     ネズミザメ目 
  Alopiidae       オナガザメ科 

 
2 

 
1 
2 
4 
1 
1 
1 

 
11 
3 
1 
5 
4 

23 
3 

 
3 

Total 65 
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吻部欠落の奇形ザメについて 

On the deformed shark without snout 
 

田中彰（東海大学海洋学部）・田村一利（新潟県立新津高等学校） 

Sho Tanaka (Tokai University)・Kazutoshi Tamura (Niitu High School) 

 

 １昨年の東京大学海洋研究所での板鰓類シンポジウムの折に、会員の矢部英生さんから吻

部を欠落？したサメの写真を見せられ、これはナンというサメでしょうかという質問を受け

た。写真だけでは判断が付かないので、もし標本があるのならば送って下さいと頼んだ所、

昨年２月に送っていただいた。この標本の所有者は共著者の田村さんである。 

 この標本は１９９１年の冬に新潟県立能生水産高等学校（現在；海洋高等学校）の日本か

らハワイ沖への実習航海の時に渡辺宏幸氏が採集されたとのことで、詳細な記録が残ってい

ない。多くの水産高校ではハワイまでの実習航海でマグロ延縄の操業を行っている。記憶に

新しいが愛媛県の水産高校の実習船が１年前にはハワイ近海で米国海軍の潜水艦と衝突した

痛ましい事故があった。 

 話を戻して標本を一見して、へその緒の痕がまだ開いているので、出生直後の個体か親魚

から採集したものであることが判断できた。マグロ延縄で使う針ではこのようなサイズのサ

メは釣れないので親魚から出てきたものか解剖して子宮内に入っていたものを採集したと考

えられた。写真に見られるようにこの標本の頭部は吻部が欠落し、両眼が前方を向いた形態

をしており、鼻部が消失している（写真１，２，３）。この様に通常ある器官が存在しない

と言うことはこの個体が奇形であることを示している。その後、鰭の相対的位置など外部の

形態的特徴を調べ、メジロザメ科のサメであることが推測された。しかしながら吻部が欠落

しているため、文献上の外部形態の測定記録と比較してみても多くが吻端からの計測記録で

あることにより種の同定ができなかった。計測結果を表１に示す。 

 ところでハワイ近海の外洋域で最もよく漁獲されるサメはヨシキリザメである。ヨシキリ

ザメの特徴として第１背鰭が胸鰭よりも腹鰭に近い、鰓弓に小突起状の鰓耙がある、尾鰭ま

での脊椎骨数が145-150である、などのことから、標本についてそれらを調べてみた。する

と第１背鰭の位置は腹鰭に近く、鰓孔部に切れ込みを入れて内部を観察すると小さな鰓耙が

認められた。脊椎骨数は標本を軟Ｘ線写真撮影し、計数したところ尾鰭起部までで152個、

尾鰭で82個、総計234個であった（写真４）。メジロザメ科のサメで鰓耙があり、脊椎骨数

がこんなに多い種はヨシキリザメだけである。これらのことから本標本はヨシキリザメ

Prionace glaucaであると確定した。 

 しかしながらこのような個体がなぜこのサイズまで母体内で成長できたのであろうか。ヨ

シキリザメの奇形については後藤ほか（1981）が二頭体奇形標本４個体を報告している。こ

れらの奇形標本は全長108-250mmの胎仔あるいは幼魚であった。また上野ほか(1976)は吻部

が屈曲している全長1410mmのミツクリザメ若魚を報告している。２頭体の奇形は発生過程

において細胞の不完全分離により起こったと考えられるが、本標本のように吻部が欠落した

のは何らかの原因により遺伝子損傷が起こったのであろうか。自然界ではこのような奇形魚

は出生後、すぐに他の生物に食されて人間の眼には触れないのであろうが、最近、正常でな

い個体が観察される機会が増えたようでそれらが何を物語っているのか科学的に調査したい

と考えている。 

引用文献 

後藤仁敏・谷内透・久家直之・岩田宗彦(1981)：日本近海で採集されたヨシキリザメの二頭

体奇形標本４例． 魚類学雑誌28(2)；157-165． 

上野輝彌・中村一恵・三上進(1976)：ミツクリザメの体色と一奇形個体． 神奈川県立博物

館研究報告（自然科学）9；67-70,  pl.1-2． 
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              写真１．奇形サメの全体像 

 

  

     写真２．奇形サメの頭部側面        写真３．奇形サメの頭部前面 

 

 

           写真４．軟Ｘ線写真撮影装置による頭部側面 
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         表１． 奇形サメの外部計測データ 

測定部位 測定値（mm）   測定部位 測定値（mm） 

全長 223.0    第２背鰭   

胸鰭起部より      全長 19.6  

 第１背鰭起部 32.0     基底長 15.1  

 第２背鰭起部 88.2     高さ 5.2  

 尾鰭上葉起部 119.2     後縁長 10.0  

 腹鰭起部 58.5        

 総排泄孔 65.3    胸鰭   

 臀鰭起部 89.3     基底長 10.0  

 尾鰭下葉起部 114.5     前縁長 30.3  

       後縁長 24.2  

第１背鰭基部後端から      基底端末長 10.3  

 第２背鰭起部まで 39.6        

第２背鰭基部後端から     腹鰭   

 尾鰭上葉起部まで 17.0     全長 17.1  

胸鰭基部後端から      基底長 11.6  

 腹鰭起部まで 51.8     前縁長 13.5  

腹鰭基部後端から      基底端末長 6.4  

 臀鰭起部まで 17.9        

臀鰭基部後端から     交接器長   

 尾鰭下葉起部まで 17.9     総排泄孔前端から 10.4  

       腹鰭基底後端から 4.0  

口幅 16.8        

口長 9.2    臀鰭   

第１鰓孔長 4.5     全長 17.7  

第２鰓孔長 5.0     基底長 10.7  

第３鰓孔長 4.7     高さ 5.9  

第４鰓孔長 4.9     後縁長 8.0  

第５鰓孔長 3.5        

眼直径（水平） 15.9    尾鰭   

眼直径（垂直） 15.7     上葉長 58.5  

       下葉長 23.3  

第１背鰭      末端から切れ込みまで 10.3  

 全長 25.6     切れ込みの深さ 5.4  

 基底長 18.2        

 高さ 10.7    体重（ｇ） 35.5  

 後縁長 9.4        
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通知  

 

   シンポジウム開催案内 「板鰓類研究の展望」  

Symposium on "Prospect of Elasmobranch Research" 

 本年12月5～6日に「板鰓類研究の展望」というテーマでシンポジウムを東京大

学海洋研究所で開催いたします。今回もテーマは板鰓類に関する幅広い分野での

情報交換ができるようにしてありますので、多くの会員の参加を希望いたします。

講演は講演者の人数にもよりますが、２５分、質疑５分で予定しています。また、

希望があれば特別講演と言うことで講演時間を長くしてある分野のレビューをし

ていただいても結構です。２年に１回の割合でのシンポジウムですので、その間

に蓄積・公表された研究内容を発表していただければ幸いです。  

 

申込先：  〒424-8610 清水市折戸3-20-1 東海大学海洋学部水産学科内  

板鰓類研究会事務局 田中 彰  

締切期日：  

１．参加申込：参加は自由ですので、申し込みは必要としません。参加者の概数を知

りたいので、参加予定者は添付したはがきで知らせていただければ幸いです。  

 

２．講演申込：２００２年１０月１日（火）必着  

添付はがきで申し込み願います。  

 

３．講演要旨送付：２００２年１１月１１日（月）必着  

講演要旨は下記の要領でA４用紙１枚にワープロ書きでお願いします。  
 
 

      和文タイトル 

       英文タイトル 

 

      発表者氏名（所属）  

      同上ローマ字・英字で 

 

 本文（図・表の使用可）  

 

      懇親会：12月5日（木）  

 

     東京大学海洋研究所内で行います。  

 

       会費は２０００円ですので、奮って  

 

    参加して情報交換・懇親を深めて  

 

    ください. 
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編集後記  

 

・前号を送付したところ、本研究会の会員である神奈川県立生命の星・地

球博物館の瀬能宏さんから誤植の指摘を受けました。その後、詳しく見ま

したら指摘いただいた他にも誤植がありましたので、以下のように訂正願

います。たいへん申し訳ありませんでした。  

 表紙       July 2000（誤）→→→→  July 2001（正）  

 目次 10行目  Suruga bay      →→→→  Suruga Bay 

        15行目  Suruga Bay      →→→→ Sagami Bay 

23行目  Phylogeny Systematics→→→→  Phylogeny, Systematics 

 P.3    ヒョウモンオトメエイとアミメオトメエイの図が説明文と逆  

 末行   成体とと幼体  →→→→ 成体と幼体  

・今回も原稿がなかなか集まらず、いく人の方に原稿依頼をしたところ皆

さんが積極的に原稿を書いて下さいましたので立派な会報になりました。

本間義治先生には早くから原稿をいただきましたが、本号の発行が送れて

申し訳ありませんでした。  

・引き続き会報を希望される方はお手数ですが、受領書とともに住所・氏

名を明記した会報送付用封筒に180円切手を貼り付け、事務局までお送り

下さい。書籍小包として送ります。切手のみでも助かります。会員の方か

ら会報送付に使った封筒を再度、事務局に送り返しその封筒でまた会報を

送ってはとのご意見もいただきました。事務などはボランティアで行って

いる部分が多いのでなるべく事務局の事務軽減にご協力願います。  

・板鰓類に関する紹介、調査報告、文献紹介、何でも良いので原稿を送っ

ていただけると非常に助かります。また、海外での学会活動や研究の情報

などもありましたら、提供していただける幸いです。会員皆様方の積極的

な参加を望んでいますのでよろしくお願いいたします。ホームページの作

成などにも協力してくれる会員がおりましたら助かります。  

                                           （田中 彰 記）  

 

 




